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 4/30、6/18 と 2 回の全国世話人県会議の議論をとおし、開催地を愛知父母懇にお引き受けいただき、実参加現地開催で準備をすすめている「第

40回全国父母懇私学助成をすすめる会交流会 愛知大会」。信州さらしな全私研の中で7/30に開催された「全国父母懇代表者会議」では、各県代表に

よる前向きな議論により、参加人数、レポートの目標数も確認されました。第二次申込締切まで10日を切りました。各県最終のつめをすすめましょう。 

  

 右は、今年の「全国交流集会愛知大会（略

称）」のチラシです。上記の「全国父母懇

代表者会議」でも配布され、開催地愛知

大会実行委員会からも各県の父母懇、す

すめる会、そだてる会組織へ配布されて

います。 

 協賛団体である全国私教連は、9/4 に

開催した機関会議（第52回中央委員会）

において、父母の学費負担への思いを聞

き取ることの重要性を確認しました。そ

のうえで、子どもたちの教育条件を拡充

させる私学助成運動を父母と共同してと

りくむこと、共同を深める場である「全

国交流集会愛知大会」に積極的に参加、

また参加を組織することを決定しました。 

 
 7 月末に長野県で開催された「第 52

回信州さらしな全私研」の成功を受けて、

その現地へ参加した全国の父母の間で、

「全国交流集会愛知大会」が「現地開催」

で開催されることへの期待が膨らんでい 

ます。長野でも第7波への心配は「０」ではありませんでしたが、参加者の自覚ある行動で 

感染症について大きな問題を起こすことなく、開催することができました。その経験の中で現地開催。加えて現地愛知実行委員会では、夕食交流

会を、完全黙食の「夕食の部」「懇親の部」を分けるなど、全私研にも増しての感染症対策を打って準備をすすめています。それで世話人県及び

7/30代表者会議参加した県の代表者は、「生」で再会、出会える今回の「愛知大会」への期待を大きくしています。 

 
 子どもたちの学校生活と同様、このままでは全国と出会う事なく卒業していく父母が多数出てきます。私学の父母としてそれは残念なことです。

継承という点でも課題となります。3年振りの「現地開催」には、そうした世話人県の思いがありました。議論を繰り返す中で、父母懇活動には

どのような意味がるのかを確かめられる内容を、「人は楽しいところに集まる」の実践を学びたい、といった声があがり、現地実行委員会では、講

演でそれが確かめられる内容を企画しています。 

 
 全体集会では、希望プロジェクトとして高校生も登場する予定です。学費問題を出発点に今年はロシアによるウクライナ侵攻に心を痛め平和の

問題についてもジブンゴトとしてとらえ、「格差のない平和な未来を築くのは自分たち高校生だ」と、春から発信を繰り返してきています。その思

いを総合芸術として発表する「希望プロジェクト」が全体会でも披露される予定です。 

 
 「分科会・分散会」も例年のように、第1「各県・学園の活動交流と生徒発表」分科会、第2「助成金・署名について」分科会、第3「子育て・

親育ち」分科会というように分散会を含めて１０設定されます。初参加父母から運動の中心を担っておられる父母まで、悩み、疑問を交流し、展

望を手にできる内容が揃っています。 

 

 このニュースの発信にも実施要項、申込用紙を添付します。9月16日（金）所定の申込用紙（あるいは実施要項記載の方法）にて、参加申込

をよろしくお願いします。 

 

全国私私学助成をすすめる会 
(事務局：全国私立学校教職員組合) 

No.11  2022年9月5日（月） 

 

 


